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通信、サービス、偏向のない言語、および

その他の情報

•シスコからタイムリーな関連情報を受け取るには、Cisco Profile Managerでサインアップ
してください。

•重要な技術によりビジネスに必要な影響を与えるには、シスコサービスにアクセスしてく
ださい。

•サービスリクエストを送信するには、Cisco Supportにアクセスしてください。

•安全で検証済みのエンタープライズクラスのアプリケーション、製品、ソリューション、
およびサービスを探して参照するには、Cisco Marketplaceにアクセスしてください。

•一般的なネットワーキング、トレーニング、認定関連の出版物を入手するには、CiscoPress
にアクセスしてください。

•特定の製品または製品ファミリの保証情報を探すには、Cisco Warranty Finderにアクセス
してください。

マニュアルに関するフィードバック

シスコのテクニカルドキュメントに関するフィードバックを提供するには、それぞれのオンラ

インドキュメントの右側のペインにあるフィードバックフォームを使用してください。

Ciscoバグ検索ツール

CiscoBugSearchTool（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリスト
を管理する Ciscoバグ追跡システムへのゲートウェイとして機能する、Webベースのツールで
す。BSTは、製品とソフトウェアに関する詳細な障害情報を提供します。

偏向のない言語

この製品のマニュアルセットは、偏向のない言語を使用するように配慮されています。このド

キュメントセットでの偏向のない言語とは、年齢、障害、性別、人種的アイデンティティ、民

族的アイデンティティ、性的指向、社会経済的地位、およびインターセクショナリティに基づ

く差別を意味しない言語として定義されています。製品ソフトウェアのユーザーインターフェ
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イスにハードコードされている言語、基準ドキュメントに基づいて使用されている言語、また

は参照されているサードパーティ製品で使用されている言語によりドキュメントに例外が存在

する場合があります。
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第 1 章

デバイスコンソール

•デバイスコンソール（1ページ）

デバイスコンソール

概要

デバイスコンソールは、Intersightマネージドモードファブリックインターコネクトで実行さ
れるアプリケーションです。

ファブリックインターコネクトのモデル、シリアル番号、ファームウェアバージョンなどの

システム情報を提供します。これにより、デバイスコネクタを構成できます。サーバー、シャー

シ、およびファブリックエクステンダのインベントリの詳細が表示されます。診断情報を含む

テクニカルサポートバンドルを生成して、問題のトラブルシューティングと分析を行うこと

ができます。さらに、サーバーの電源および LED操作を実行できます。

デバイスコンソールへのアクセス

デバイスコンソールのユーザインターフェイスにアクセスするには、管理 IPアドレスもしく
は、使用可能ならは DNSホスト名を使用してファブリックインターコネクトにログインしま
す。デバイスコンソール UIにアクセスするには、管理者権限が必要です。
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第 2 章

システム情報

•デバイスコンソールユーザーインターフェイス（3ページ）

デバイスコンソールユーザーインターフェイス
デバイスコンソール UIは、次の主な要素で構成されています。

• 4つのタブを含む中央のペイン：システム情報、デバイスコネクタ、インベントリ、およ
び診断データ。

•ヘルプメニューとログアウトボタンを含むトップナビゲーションメニュー。
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システム情報

[システム情報（System Information）]タブには、ファブリックインターコネクトプロパティ
の概要、メモリサイズ、ファームウェアバージョンなどを含むファブリックインターコネク

トの詳細が表示されます。

説明詳細

Cisco UCS管理 IPアドレスを表示します。管理IP

Cisco UCSファブリックインターコネクトシリーズのモデルを表示しま
す。

Model

サーバのホスト ID/シリアル番号を表示します。シリアル

ファブリックインターコネクト上で動作している現在のファームウェア

バージョンを表示します。

ファームウェア

バージョン

使用可能なメモリを表示します。使用可能メモリ
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説明詳細

割り当てられたメモリの合計を表示します。メモリ合計
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第 3 章

デバイスコネクタ

•デバイスコネクタ（7ページ）

デバイスコネクタ
デバイスコネクタは、Cisco Intersightの機能を実現する組み込み管理コントローラです。デバ
イスコネクタタブには、Intersightでのデバイスコネクタの接続の詳細が表示されます。

[設定（Settings）]からデバイスコネクタのパラメータを設定することもできます。
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基本情報（Essential Information）プロパティ（Property）

は、次の内容をグラフィカルに表示します。

•デバイスコネクタ、インターネット、
Intersight間の接続ステータス

•デバイスコネクタのアクセスモード

•デバイスの要求ステータス。

[デバイスコネクタ（Device Connector）]
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基本情報（Essential Information）プロパティ（Property）

[設定（Settings）]
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基本情報（Essential Information）プロパティ（Property）

次のデバイスコネクタ設定を構成できます。

• [全般（General）]：Intersightの管理を有
効または無効にできます。次のいずれか

になります。

• [オン（On）]：Cisco Intersightによる
管理を有効にします。このシステム

に対し要求を行って、Cisco Intersight
の機能を活用できます。

• [オフ（Off）]：Cisco Intersightによる
管理を無効にします。Cisco Intersight
への通信は許可されません。

[アクセスモード（Access Mode）]：
[読み取り専用（Read-only）]または
[コントロールを許可（Allow
Control）]として、アクセスを構成で
きます。

• [読み取り専用（Read-only）]：
このアクセスモードを選択する

と、Intersightを使用してデバイ
スを構成できなくなります。

• [コントロールを許可（Allow
Control）]：このアクセスモード
を選択すると、Intersightを使用
してデバイスの構成を完全に制

御できます。

• [DNS構成（DNS Configuration）]—ドメ
イン名設定（完全修飾ドメイン名）およ

びDNSサーバー設定（IPアドレスまたは
完全修飾ドメイン名）を構成できます。

• [NTP構成（NTP Configuration）]—NTP
設定の構成を許可します。(IPアドレスま
たは完全修飾ドメイン名)

デバイスコンソールの DNSおよ
びNTP構成への変更は一時的なも

（注）

のであり、診断または回復を目的

としています。デバイスコンソー

ルの設定に対する永続的な変更

は、ファブリックインターコネク
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基本情報（Essential Information）プロパティ（Property）

トに展開されたドメインプロファ

イルを介して行う必要がありま

す。

• [プロキシ設定（Proxy Configuration）]：
HTTPSプロキシ設定を無効にするか、ま
たは手動で構成するかを選択できます。

次のいずれかになります。

• [オフ（Off）]：HTTPSプロキシ設定
の構成を無効にするには、このオプ

ションを選択します。

これが、デフォルトのHTTPSプロキ
シ設定です。

• [オン（On）]：HTTPSプロキシ設定
の構成を有効にするには、このオプ

ションを選択します。

• [プロキシホスト名/IP
（ProxyHostname/IP）]：プロキシの
ホスト名または IPアドレスを入力し
ます。

• [プロキシポート（Proxy Port）]：プ
ロキシのポート番号を入力します。

• [認証（Authentication）]：プロキシ
サーバへのアクセスを認証する場合

には、このオプションを有効にしま

す。アクセスを認証するための [ユー
ザ名（Username）]および [パスワー
ド（Password）]を入力します。

Intersight管理対象モードの
ファブリックインターコネク

トに対してプロキシ認証が有

効になりました。この機能に

より、ファブリックインター

コネクトデバイスコネクタ

は、設定されたプロキシサー

バーでパスワードベースの認

証タイプを介して認証できま

す。

（注）
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基本情報（Essential Information）プロパティ（Property）

•デバイスコネクタには必須のログインク
レデンシャルのフォーマットはないので、

入力したクレデンシャルがそのまま構成

済み HTTPプロキシサーバに渡されま
す。ユーザ名をドメイン名で限定する必

要があるかどうかは、HTTPプロキシサー
バの構成によって異なります。

• [証明書マネージャ（Certificate
Manager）]：信頼できる証明書のリスト
を表示し、有効で信頼できる証明書をイ

ンポートできます。

• [接続（Connection）] —デバイスコネク
タとインターサイト間の接続チェックの

結果を表示します。

デバイスコネクタの構成とトラブルシューティ

ングの詳細については、[デバイスコネクタの
構成（ConfiguringDeviceConnector）]を参照し
てください。

デバイス固有のシリアル番号。[デバイス ID（Device ID）]

デバイスを要求した Intersightユーザの ID。[アカウントに対する要求（Claimed to
Account）]

要求済みのデバイスの要求を解除します。

デバイスコネクタの要求解除オプショ

ンは、ターゲットが最初に要求された

アカウントにアクセスできない場合

か、または Intersightへの接続が切断さ
れ、ターゲットをエンドポイントから

ローカルに要求解除する場合にのみ使

用してください。ターゲットの要求解

除の詳細については、[ターゲットの要
求解除（Unclaim Target）]を参照して
ください。

（注）

[要求解除（Unclaim）]
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第 4 章

インベントリ

•インベントリ（13ページ）

インベントリ
[インベントリ（Inventory）]タブには、Servers、Chassis、およびファブリックエクステンダ
の3つのサブタブがあり、サーバー、シャーシ、およびファブリックエクステンダの詳細なイ
ンベントリの詳細を提供します。さらに、これらのサブタブには、API Explorerを起動して、
サーバーの電源再投入やBIOSトークンの取得などのRedfish™ベースの操作を実行する機能も

含まれています。

サーバ（Servers）
[サーバ（Servers）]サブタブには、ファブリックインターコネクトを介して接続されている
すべてのサーバに関する詳細情報が表示されます。この情報は、ファブリックインターコネク

トのローカルデータベースに保存されているデータに基づいています。
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説明詳細

サーバの名前が表示されます。名前

サーバのライフサイクルの状態が表示されます。値は次のとおりです。

•なし—サーバーが再稼働したが、検出がまだ開始されていない場合。

•現用系—サーバーが検出されたとき。

•デコミッション—サーバが Cisco UCS構成から削除されたとき。た
だし、サーバのハードウェアは Cisco UCSインスタンスに物理的に
残っています。

• DiscoveryFailed —サーバーの検出が機能不全になった場合。

• SlotMismatch —ブレードサーバーの構成が正しくなく、スロットで
サーバーの再検出が必要な場合。

ステータス

サーバの PIDを表示します。PID

Cisco Intersightに管理されたモードファブリックインターコネクト管理ガイド
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説明詳細

サーバのホスト ID/シリアル番号を表示します。シリアル

シリアル番号、PID、およびVIDが含まれているユーザーラベルを表示し
ます。このシリアル番号は、サーバの管理ソフトウェアに表示されます。

ユーザラベル

このサブタブでは、次のサーバーアクションを実行できます。

•電源オン/オフ

• KVMの起動

• APIエクスプローラの起動

•テクニカルサポートバンドルの生成

結果として得られる techsupportバンドルは、[診断データ
（Diagnostic Data）]タブからダウンロードできます。

（注）

API Explorerからの Redfish™ベースのサーバー操作の実行

[Redfish™ベースのサーバー操作 -例（Redfish™ Based Server Operations - Examples）]

Redfish™ベースのサーバー操作と例の概要については、
https://intersight.com/apidocs/introduction/overview/を参照してください。

[APIエクスプローラの起動（Launching the API Explorer）]

API Explorerから Redfish™ベースのサーバー操作を実行するには、次の手順を実行します。

1. [サーバ（Severs）]テーブルビューで、サーバーを選択し、省略記号（...）をクリックし
ます。

2. 省略記号（…）から、[APIエクスプローラーの起動（Launch API Explorer）]を選択しま
す。

シャーシ

[シャーシ（Chassis）]サブタブには、ファブリックインターコネクトを介して接続されたす
べてのシャーシに関する詳細情報が表示されます。

Cisco Intersightに管理されたモードファブリックインターコネクト管理ガイド
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説明詳細

シャーシの名前を表示します。名前

シャーシの一意の識別子を表示します。ID

シャーシ内のステータスが表示されます。値は次のとおりです。

•現用系—シャーシが検出されたとき。

•デコミッション—シャーシが物理的に存在し、接続されている時、
しかし、Cisco UCS構成から一時的に削除されている場合。

• DiscoveryFailed —シャーシの検出が機能不全になった場合。

ステータス

シャーシのモデルを表示します。Model

シャーシのホスト識別子/シリアル番号を表示します。シリアル

このサブタブでは、次のシャーシ操作を実行できます：

• APIエクスプローラ(IOM 1)の起動

• APIエクスプローラ(IOM 2)の起動

•テクニカルサポートバンドルの生成

API Explorerからの Redfish™ベースのシャーシ操作の実行

[Redfish™ベースのシャーシ操作 -例（Redfish™ Based Chassis Operations - Examples）]

Redfish™ベースのシャーシ操作と例の概要については、
https://intersight.com/apidocs/introduction/overview/を参照してください。

[APIエクスプローラの起動（Launching the API Explorer）]

API Explorerから Redfish™ベースのシャーシ操作を実行するには、次の手順を実行します。
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1. [シャーシ（Chassis）]テーブルビューでシャーシを選択し、省略記号（…）をクリックし
ます。

2. 省略記号（…）から、[APIエクスプローラーの起動（Launch API Explorer）]を選択しま
す。

ファブリックエクステンダ

[ファブリックエクステンダ（Fabric Extender）]サブタブには、Fabric Interconnectを介して接
続されたすべての Fabric Extender（FEX）に関する詳細情報が表示されます。

説明詳細

FEXの名前を表示します。名前

FEXの一意の識別子を表示します。識別子

FEXライフサイクルの現在の状態を表示します。値は次のとおりです。

•オンライン— FEXが接続されている場合。

•デコミッション— FEXが物理的に存在し、接続されている時、しか
し、Cisco UCS構成から一時的に削除されている場合。

•未請求— FEXが Intersightアカウントに請求されていない場合。

•ディスカバリの機能不全—FEXのディスカバリが機能不全した場合。

ライフサイクル

FEXモデルを表示します。Model

FEXのホスト識別子/シリアル番号を表示します。シリアル

FEXの説明があれば表示します。説明
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第 5 章

収集

•収集（19ページ）

収集
[診断データ（Diagnostic Data）]タブから、サーバー、シャーシ、およびファブリックイン
ターコネクトの診断データを収集して、トラブルシューティングと詳細な分析を行うことがで

きます。

次のテクニカルサポートバンドルを生成できます。

•シャーシ—IOMを含む特定のシャーシのテクニカルサポートデータが含まれています。
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•サーバー—すべてのアダプターを含むブレードおよびラックサーバーのテクニカルサ
ポートデータが含まれています。ブレードサーバーの場合、IOMのテクニカルサポート
データが収集されます。ブレードサーバーの場合、IOMのテクニカルサポートデータが
収集されます。

•ファブリックインターコネクト：ファブリックインターコネクトのテクニカルサポート
データが含まれています。データは、ピアまたはローカルファブリックインターコネク

トのいずれかです。

[テクニカルサポートバンドルの生成とダウンロード（Generating and Downloading Tech
Support Bundles）]

テクニカルサポートバンドルを生成してダウンロードするには、次の手順を実行します。

1. [診断データ（Diagnostic Data）]タブで、画面右側の診断データテーブルビューの上に
ある [テクニカルサポートバンドルの生成（Generate Tech Support Bundle）]をクリック
します。

2. [テクニカルサポートバンドルの生成（Generate Tech Support Bundle）]ダイアログボッ
クスで、[シャーシ（Chassis）]、[サーバー（Server）]、または[ファブリックインターコ
ネクト（Fabric Interconnect）]のいずれかを選択して、関連するテクニカルサポートバン
ドルを生成します。

• [シャーシ（Chassis）] — [シャーシ（Chassis）]ドロップダウンから、テクニカルサ
ポートバンドルを生成する必要があるシャーシを選択します。[生成（Generate）]を
クリックします。[診断データ（Diagnostic Data）]テーブルビューで、テクニカルサ
ポートバンドル生成の進行状況を確認できます。生成が完了すると、Oper Stateの下
のステータスが [利用可能（Available）]と表示されます。シャーシの関連する行で、
省略記号（…）から、[ダウンロード（Download）]をクリックしてダウンロードを開
始します。この操作を完了するには、数分かかる場合があります。ダウンロードした

ファイルは、デフォルトのダウンロード場所に保存されます。

• [サーバー（Server）] : [サーバー（Server）]ドロップダウンから、テクニカルサポー
トバンドルを生成する必要があるサーバーを選択します。[生成（Generate）]をクリッ
クします。[診断データ（Diagnostic Data）]テーブルビューで、テクニカルサポート
バンドル生成の進行状況を確認できます。生成が完了すると、OperStateの下のステー
タスが [利用可能（Available）]と表示されます。サーバーの関連する行で、省略記号
（…）から、[ダウンロード（Download）]をクリックしてダウンロードを開始しま
す。この操作を完了するには、数分かかる場合があります。ダウンロードしたファイ

ルは、デフォルトのダウンロード場所に保存されます。

• [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnect）]：テクニカルサポートバン
ドルを生成するために、[ローカルスイッチ（Local Switch）]または [ローカルピア
スイッチ（Local Peer Switches）]のいずれかを選択できます。[生成（Generate）]を
クリックします。[診断データ（Diagnostic Data）]テーブルビューで、テクニカルサ
ポートバンドル生成の進行状況を確認できます。生成が完了すると、Oper Stateの下
のステータスが [利用可能（Available）]と表示されます。ファブリックインターコネ
クトの関連する行で、省略記号（…）から、[ダウンロード（Download）]をクリック
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してダウンロードを開始します。この操作を完了するには、数分かかる場合がありま

す。ダウンロードしたファイルは、デフォルトのダウンロード場所に保存されます。
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第 6 章

デバイスコンソール CLI

•デバイスコンソール CLI（23ページ）

デバイスコンソール CLI
デバイスをトラブルシューティングする場合、またはデバイスが Cisco Intersightに接続されて
いない場合は、デバイスコンソール CLIインターフェイスを使用できます。使用できるコマ
ンドは次のとおりです：

デバイスコネクタ

デバイスコネクタで次の操作を実行できます。

•デバイスコネクタへの接続：Intersight CLIシェルを介してデバイスコネクタに接続するに
は、 connect device-connector コマンドを使用します。

connect device-connector

•デバイスコネクタのバージョンの表示：デバイスコネクタのバージョンを表示するには、
show version コマンドを使用します。

show version

•デバイスコネクタの更新：ファブリックインターコネクトBのデバイスコネクタイメージ
を更新してから、update-device-connector コマンドを使用して、ファブリックインターコ
ネクト Aを更新します。

顧客は画像にアクセスできません。この操作は、TACが回復の目
的で使用します。

（注）

update-device-connector workspace:/ | volatile:/ filename

システム情報

次の操作を実行して、システム情報を表示できます。
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•システムクロックの表示：システムの日付と時刻を表示するには、 show clockコマンド
を使用します。

show clock

FIで時刻を設定するには、NTPが必要です。NTPは、デバイス
コンソールおよびドメインプロファイルの NTPポリシーで設定
する必要があります。

（注）

• CLI履歴の表示：セッションで実行した CLIコマンドの履歴を表示するには、 show cli
history コマンドを使用します。

show cli history

• SSHキーの表示：ホストの SSH公開キーのリストを表示するには、 show sshkey コマン
ドを使用します。

show sshkey

• IPデバッグ情報の表示：管理名前空間とデフォルト名前空間の両方の IPアドレスとイン
ターフェイスを表示するには、 show mgmt-ip-debug コマンドを使用します。

show mgmt-ip-debug

• IPテーブル情報の表示：管理名前空間とデフォルト名前空間の両方の IPテーブルエント
リを表示するには、 show mgmt-ip-tables コマンドを使用します。

show mgmt-ip-tables

•ファイルの内容の表示：ファイルの内容を表示するには、 show file コマンドを使用しま
す。

show file file-path

•プロセスの表示：現在実行中のすべてのプロセスのリストを表示するには、 showprocesses
コマンドを使用します。

show processes

•監査ログの表示：ファブリックインターコネクトの監査ログを表示するには、 show audit
コマンドを使用します。

show audit

サーバ

サーバでは、次の操作を実行できます。

• IOM/IFMモジュールへの接続— IOモジュールもしくは、インテリジェントファブリッ
クモジュールに接続するには、 connect iom コマンドを使用します。

connect iom chassis-id
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このコマンドは、Cisco UCS Xシリーズダイレクトのシャーシに
は適用されません。

（注）

• CIMCへの接続：CIMC（シスコ統合管理コントローラ、Cisco Integrated Management
Controller）へ接続するには、 connect cimc コマンドを使用します。

connect cimc chassis-id/blade-id | rack-id

Cisco UCS Xシリーズダイレクトの場合、

connect cimc chassis-id/blade-id

メモリカウンタは、reset memory errorコマンドを使用してクリア
できます。

reset_all_memory_errors

（注）

•アダプタへの接続：アダプタに接続するには、 connect adapter コマンドを使用します。
このコマンドを使用して、Bシリーズ、Cシリーズ、および Xシリーズサーバーのアダ
プタに接続できます。

Bシリーズ/Xシリーズサーバーの場合:

connect adapter chassis-id/blade-id/adapter-id

Cシリーズサーバ:

connect adapter rack-id/adapter-id

構文の説明 シャーシ ID番号。chassis-id

ブレード ID番号blade-id

ラック ID番号rack-id

アダプタ ID番号adapter_id

• Bシリーズサーバーの CIMCのアップグレード：Bシリーズサーバーの Cisco Integrated
ManagementController（CIMC）をアップグレードするには、次のコマンドを使用します。

upgrade-equipment cimc -- type blade -- chassisid x -- slotid y --imagepath
/bootflash/intersight-cache/*/*/ucs-intersight-server-xxxx.y.y.yy.bin

• Bシリーズサーバーの BIOSのアップグレード：Bシリーズサーバーの BIOSをアップグ
レードするには、次のコマンドを使用します。
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upgrade-equipment bios -- type blade -- chassisid x -- slotid y --imagepath
/bootflash/intersight-cache/*/*/ucs-intersight-server-xxxx.y.y.yy.bin

PMONプロセス

PMON（プロセスモニター）プロセスには、[mgmtプラグイン（mgmt plugin）]に関連付け
られたすべての内部プロセスが含まれます。PMONプロセスは、FIの回復/トラブルシューティ
ング中にプロセスを再起動するのに役立ちます。

ファブリックインターコネクトの Pmonプロセスを表示するには、次の操作を実行します。

• pmonプロセスの管理：pmonまたはコネクタプロセスのステータスを開始、停止、表示す
るには、 pmon コマンドを使用します。

pmon { start | stop | state } [ connector ]

テクニカルサポート

テクニカルサポートバンドルをフェッチするには、次の操作を実行します。

•テクニカルサポートの表示：特定のデバイスのテクニカルサポートバンドルの内容をダウ
ンロードするには、 show tech-support コマンドを使用します。

• show tech-support server blade-id

• show tech-support chassis chassis-id

• show tech-support fex fex-id

• show tech-support switch switch-id

ディレクトリ操作

次のディレクトリ操作を実行できます。

•ディレクトリの変更：ディレクトリを変更するには、 cd コマンドを使用します。

cd { workspace:/ [path] | volatile:/ [path] | [path] | usbdrive1:/ | usbdrive2:/ }
•現在のディレクトリを表示：現在の作業ディレクトリを表示するには、 pwd コマンドを
使用します。

pwd

•ディレクトリの内容の一覧表示：現在の作業ディレクトリの内容を一覧表示するには、 ls
コマンドを使用します。

ls

•ディレクトリの作成：許可されているディレクトリの下にディレクトリを作成するには、
mkdir コマンドを使用します。

mkdir { workspace:/ [path] | volatile:/ [path] | [path] | usbdrive1:/ | usbdrive2:/ }
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•ファイルの削除：ディレクトリからファイルを削除するには、rmdirコマンドを使用しま
す。

rmdir { workspace:/ [path] | volatile:/ [path] | [path] | usbdrive1:/ | usbdrive2:/ }
•ファイルのコピー：あるディレクトリから別のディレクトリにファイルをコピーするに
は、 cp コマンドを使用します。

cp [from-filesystem:] [from-path] filename [to-filesystem:] to-path [dest-filename]
•ファイルの移動：あるディレクトリから別のディレクトリにファイルを移動するには、

mv コマンドを使用します。

mv [from-filesystem:] [from-path] filename [to-filesystem:] to-path [dest-filename]
•ファイルの削除：ディレクトリからファイルを削除するには、コマンドを使用します。

rm

rm { workspace:/ [path] | volatile:/ [path] | [path] | usbdrive1:/ | usbdrive2:/ }

その他の操作

実行できるその他の操作は次のとおりです。

• secure-fpgaのアクティブ化：ファブリックインターコネクトでセキュアなField-Programmable
Gate Array（FPGA）を有効にするには、 activate secure-fpga コマンドを使用します。

activate secure-fpga

•管理 IPの設定：ファブリックインターコネクトの管理 IPアドレス、ネットワークマス
ク、およびゲートウェイアドレスを設定するには、 set management-network コマンドを
使用します。

set management-network ip-address netmask/preix_length gateway

•管理ログの表示：ファブリックインターコネクトで実行されているサービスの管理ログを
表示するには、 tail-mgmt-log コマンドを使用します。

tail-mgmt-log module_name

• SSHを使用して接続する：SSHをサポートするホストにログインするには、 sshコマンド
を使用します。

ssh host-name

• Telnetを使用して接続する：Telnetをサポートするホストにログインするには、 telnet コ
マンドを使用します。

telnet host-name [port-num]
• IPv4ネットワークルートの表示：IPv4ネットワークホストへのルートを表示するには、

traceroute コマンドを使用します。

traceroute [ -s source-address ] address
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• IPv6ネットワークルートの表示：IPv6ネットワークホストへのルートを表示するには、
traceroute6コマンドを使用します。

traceroute6 [ -s source-address ] address

•ネットワーク接続の診断：IPv4アドレスの基本的なネットワーク接続を診断するには、
ping コマンドを使用します。

ping [ -c count ] [ -s packet-size ] [ -i interval ] [ -w timeout ] { host-ip-address |
host-name }

•ネットワーク接続の診断：IPv6アドレスの基本的なネットワーク接続を診断するには、
ping6 コマンドを使用します。

ping6 [ -c count ] [ -s packet-size ] [ -i interval ] [ -w timeout ] { host-ip-address |
host-name }

•リブート：システムをリブートするには、 rebootコマンドを使用します。

• NX-OSへの接続：NX-OSに接続するには、 connect nxos コマンドを使用します。

•設定の消去：ファブリックインターコネクトの設定を消去するには、 erase-configuration
コマンドを使用します。

•管理者パスワードの変更：ファブリックインターコネクトの管理者パスワードを変更する
には、 change-password コマンドを使用します。

• SSH公開キーのクリア：リモートホストの SSHキーをキャッシュからくりあるには、
clear-sshkey コマンドを使用します。

clear-sshkey host-name

• change-domain-name コマンドを使用して、ファブリックインターコネクトとピア FIの
名前を更新します。

• change-mode コマンドを使用して、サーバーの管理可能なモードを変更します。

• clear コマンドを使用して画面をクリアします。

• clear-firmware-cache コマンドを使用して、Intersightファームウェアキャッシュからエン
トリをクリアします。

•初期HAセットアップでは、 cluster-start コマンドを使用してクラスタサーバーを起動し
ます。

これは、クラスターに FIを追加するときに内部的に使用されま
す。

（注）

• connect コマンドを使用してエンドポイントに接続します。

• Intersightファームウェアキャッシュ内のエントリのリストを表示するには、
list-firmware-cache コマンドを使用します。
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•サーバの動作とその使用状況（led-status power power-status led）のリストを表示するには、
server コマンドを使用します。

•ファブリックインターコネクトのデバイス管理パッケージを更新するには、
update-management-package コマンドを使用します。

お客様はパッケージにアクセスできません。この操作は、TACが
回復の目的で使用します。

（注）

update-management-package workspace:/ | volatile:/ filename

• help コマンドはヘルプを表示します。

• exit コマンドを使用してプログラムを終了します。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


